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●令和元年第４回定例会 
●常任委員会
●ここが聞きたい一般質問
●中学生議会
●議会トピックス・議会の動き

「議会だより」を
スマートフォンな
どで見ることがで
きます。

今回の表紙を飾るのは認定こども園
五霞幼稚園・保育園の園児の皆さんです。
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　令和元年第４回定例会が12月４日か
ら11日までの８日間の会期で開催され
ました。
　本定例会では、令和元年度一般会計・
特別会計補正予算をはじめ、五霞町太陽
光発電設備の適正な設置に関する条例の
制定等１６件の議案が提出されました。
　これに伴い、総務文教委員会、経済建
設委員会が開催され、関連議案の審議を
しました。
　定例会最終日に議案の採決が行われ、
全議案が原案のとおり可決されました。
　また、町政全般にわたり４名の議員が
一般質問をしました。

令和元年第４回定例会（12月）
太陽光発電設備の適正な設置に関する条例など16議案を可決

令和元年第４回定例会で可決した議案は下記のとおり。

議案第65号
◯総

五霞町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

成年被後見人等の権利に係る制限が設けられている制度の見直しに伴う条例の一部改正

議案第66号
◯総

五霞町一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例

茨城県最低賃金の引き上げに伴う条例の一部改正
　　　　日給　6,500円　→　6,600円

議案第67号
◯総

五霞町会計年度任用職員の給与、費用弁償、勤務条件等に関する条例

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い会計年度任用職員制度
が創設されることに伴う条例の制定

議案第68号
◯総

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例

会計年度任期職員制度が創設されることに伴い改正が必要となる関係条例を一括改正す
るための条例を制定

議案第69号
◯総

五霞町印鑑登録及び証明に関する条例

国が定める印鑑登録証明事務処理要領の一部改正に伴う条例の全部改正
（住民票やマイナンバーカードへの旧氏の記載を可能とするとともに、旧氏を使用した
印鑑登録を可能とするもの）

議案第70号
◯総

五霞町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

幼児教育・保育無償化に伴う上位法等の改正による条例の一部改正
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議案第71号
◯総

五霞町太陽光発電設備の適正な設置に関する条例

生活環境の保全を図り、町民の安全と安心を確保するため太陽光発電設備の適正な設置
及び維持管理に関し、計画段階から町が事業者と設計内容や災害時及び事業廃止後の撤
去・処分に関する協議を行えるよう条例を制定

議案第72号
◯経

五霞町水道事業給水条例の一部を改正する条例

水道法の一部改正に伴う条例の一部改正

議案第73号
工事請負契約の変更について（五霞町Ｂ＆Ｇ海洋センター改修工事）

外壁のひび割れ等の補修箇所数が増加したことに伴う請負金額の変更
変更前　9,425万1,600円（税込）　　　変更後　　1億122万2,000円（税込）

議案第74号
◯総◯経

令和元年度五霞町一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ5,491万9千円を追加補正
（歳入）財源調整による財政調整基金繰入金の追加　 5,042万5千円　
（歳出）ふるさと寄附金業務委託料の追加　　　　　　　　753万円　　など

議案第75号
◯総

令和元年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ6,000万円を追加補正
（歳入）普通交付金の追加　　　　　　　　　　　　　　6,000万円　
（歳出）一般被保険者療養給付費の追加　　　　　　　　6,000万円

議案第76号
◯総

令和元年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ447万3千円を追加補正
（歳入）医療給付費繰入金の追加　　　　　　　　　　447万3千円　
（歳出）後期高齢者医療療養給付費負担金の追加　　　447万3千円　　など

議案第77号
◯総

令和元年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ1,083万6千円を追加補正
（歳入）介護給付費交付金支払基金交付金の追加　　　271万6千円
（歳出）介護予防サービス給付費の追加　　　　　　　　  470万円　　など

議案第78号
◯経

令和元年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ2,692万5千円を追加補正
（歳入）社会資本整備総合交付金の追加　　　　　　1,214万6千円　
（歳出）環境浄化センター耐震補強工事請負費の追加　  1,980万円　　など

議案第79号
◯経

令和元年度五霞町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ1,910万円を追加補正
（歳入）一般会計繰入金の追加　　　　　　　　　　　  　　　 1,310万円　
（歳出）南部水処理センター汚水制御盤更新工事請負費の追加　1,050万円　など

議案第80号
◯経

令和元年度五霞町水道事業会計補正予算（第２号）

（収益的収入及び支出）収入　10万円を追加補正　支出　10万円の追加補正
（資本的収入及び支出）支出　9万円の追加　　　　　　　　　　　　など

　　　◯総=総務文教委員会付託　　◯経=経済建設委員会付託
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Q　フルタイム会計年度任用
職員とは。
A　令和2年4月から一般職
非常勤職員等が全国的に統一
された制度に基づく任用形態
へ移行します。常勤職員と同
様にフルタイムで勤務する方
がフルタイム会計年度任用職
員、短時間勤務の方をパート
タイム会計年度任用職員とい
います。 

Q　現在雇用している一般職
非常勤職員等の人数とその内
訳は。 
A　一般職非常勤職員が30
名、臨時職員・嘱託職員が
12名、合計42名です。 

Q　各種協議会や委員会の委
員報酬の日額が、低いもので
は6,400円、高いものでは
15,000円となっているが、
開催する時間の関係上の違い
なのか。
A　審議内容により弁護士や
臨床心理士など専門の方が委
員になる委員会もあるため違
うものです。 

Q　印鑑登録を受けることが
できない者として、15歳未
満の者とあるが、15歳以上
の未成年の方が印鑑登録をす
るにあたって、保護者の同意
は必要なのか。
A　保護者の同意がなくても
印鑑登録はできます。 

Q　五霞町太陽光発電設備の
適正な設置に関する条例で、

常任委員会
Ｑ＆Ａ

事業者は設置事業に着手する
日の60日前までに、規則で
定める事項を届け出て、町長
と協議しなければならないと
あるが、60日という日数は
町で設定したのか。 
A　関係法令の調整等、期間
を要しますので町で設定いた
しました。

Q　五霞町太陽光発電設備の
適正な設置に関する条例の施
行は令和2年4月1日からで
あるが、施行までの期間に申
請の駆け込み等があるかと思
う。茨城県のガイドラインも
踏まえて、町の方で確認、周
知等を行っていただきたいと
考えるが。
A　国のシステムにより申請、
認定状況の確認をしており、
9月以降に町内で認定された
件数は5件、申請中は5件で
す。周知期間は3ヶ月間を設
け、すでに認定を受けている
ものについては、電話連絡に
て周知を行っていく予定で
す。 

Q　太陽光発電設備の設置申
請が通った後、工事完了まで
の期日は設けているのか。 
A　事業者の計画に基づいて
行っていただきますので、期
日は設けていません。 

Q　現在の太陽光発電設備の
認定状況及びその場所は。 
A　認定されている５件のう
ち、屋根設置型が１件、場所
は大福田です。地上設置型が
４件で幸主が１件、川妻が３
件です。いずれも50KW未
満の発電
施設です。

Q　マイナンバーカード支援
業務委託として150万円の
追加補正をするということで
あるが、当町のマイナンバー
カード交付状況はかなり進ん
でいると思っているが。 
A　国において、さらに交付
率を高めるため、マイナンバ
ーカードを使ったポイント還
元事業を展開する予定となっ
ており、そのための委託料の
追加です。 

Q　道の駅直売所の動線確保
を図る商品陳列棚の購入費と
して91万6千円を追加計上し
ているが、動線確保等の改善
に向けた努力や備品の購入に
ついては、委託されている農
協の方で用意等をしていくこ
とが必要であると思うが。 
A　役場、五霞まちづくり交
流センター、農協の直売所職
員での話し合いにより、試験
的に新たな陳列棚を導入して
みて、それが有効であれば今
後、農協での導入をベースに
購入を考えていく予定です。

Q　南部水処理センター汚水
制御盤の不具合による更新工
事で、1,050万円の追加補
正ということであるが、制御
盤の耐用年数は。また、町と
して今までに故障や老朽化し
た場合の対応はなかったの
か。 
A　耐用年数は5年～10年で
すが、当該制御盤は19年を
経過しています。これまでは、
代用品があれば交換し、修理
等で対応してきましたが、代
用品等の生産が終了したこと
に伴い、更新するものです。 
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ここが聞きたい　一般質問 紙面の都合で発言を要約して掲載しています。

問消防団の支援について
答どの地域にあっても同等の待遇、安全確保、

装備の充実を図っていきたい

問東西小学校の統廃合について
答令和２年度末までに町としての方向性を決定する予定

小野寺  宗一郎 議員

　消防組織の充実は地域の消防
防災体制の要として必要不可欠
といえるが。

問　団員の勧誘・確保について
の取り組みは。
生活安全課長　消防団員の確保
については、町、消防団、行政
区が一体となり定員を維持して
います。新団員の推薦につきま
しては、区長会議で依頼し各分
団ごとの協力により推薦をいた
だいています。

問　道路交通法の改正に伴い、
現在の普通免許証では消防車を
運転することはできなくなって
いるが、その対応は。
生活安全課長　平成２９年３月
以降に免許を取得した団員が増
加するまでの当分の間は、運転
できる団員での対応をお願いし
たいと考えています。

　効率的な教育環境とあわせ魅
力あるものにするために、教育
拠点を集中的に形成することが
肝要であると考えられるが。

問　東西小学校の現状は。
教育次長　児童数は近年の少子

問　台風19号による消防団の
対応は。
町長　初めての避難勧告となり、
いろいろな課題、教訓もいただ
きました。非常に団員も不安で

化に伴い年々減少をしています。
また、どちらの校舎も完成から
約50年を迎え経年の劣化が進
んでいる状況です。

問　統合に向けた方向性につい
ては。

あったのではなかろうかと思い
ますので、今後もこれらの教育、
訓練を充実していきたいと思い
ます。

教育長　子どもたちにとって、
どのような教育環境がよいのか、
五霞町立学校のあり方検討会で
の検討のほか、総合教育会議に
おいて協議し方向性を決めてい
く予定です。

児童数 教員数 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年
五霞東小学校 ２１３人 ２３人 １クラス １クラス １クラス １クラス １クラス ２クラス
五霞西小学校 １３２人 ２２人 １クラス １クラス １クラス １クラス １クラス １クラス

消防春季点検式の様子

東西小学校の現状　令和元年12月１日現在
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無人ヘリによる直播風景

問農業の振興の現状と特産品の推移及び農
業委員会の調査結果は

答遊休農地は減少、農業委員会の調査結果
７割の農家が現状維持との回答あり

植竹　美智雄 議員

　農業従事者の高齢化や農業就
業者の減少により、耕作放棄地
や遊休農地等が課題と考えるが。

問　農業振興において、農地の
状況は。
産業課長　農地パトロールの結
果、遊休農地は、平成29年度
が6.6ha、令和元年度が5.7ha
と9,384㎡減となり、約１ha
減少しました。この要因は、平
成28年４月に農業委員会法が
改正され、今までの農地法に基
づく権利移動の許可等に加えて、
必須業務となった担い手への農
地の利用集積や集約化の促進、
遊休農地の発生防止並びに解消、
就農への新規参入の促進等に取
り組んだ成果であると思われま
す。遊休農地や草が繁茂してい
る農地の所有者には、適切な管
理について指導を通知していま
す。

問　農業委員会のアンケート結
果は。
産業課長　町内外の農地所有者
より82.9％の回答率があり、
74％の農家が耕作しています。
今後の活用についても71％の
農家が自作、賃貸借を含め引き
続きこのままとの回答がありま
した。

問　特産品の八つ頭、そば焼酎
「川霞」の進捗状況は。
産業課長　五霞町産の八つ頭を
加工・販売するものを商工会が
平成30年度に「五霞いも」と
してロゴマーク等の商標登録を
取得するとともに、同年７月に
関東ブロック商工会女性部交流
研修会主張大会において八つ頭
コロッケづくりを題材にした発
表が最優秀賞を受賞し、全国大
会にも出場され、全国にPRし
ました。そば焼酎「川霞」は今
までに約10,000本、プレミア

ムが1,000本製造され、販売さ
れています。
町長　現在は八つ頭コロッケが
中心ですが、町のふれあい祭り
「五霞いもフェス」に７点ほど
八つ頭を使ったレシピが出店さ
れました。大変おいしく、今後、
道の駅で活かしていけたら良い
なと思いました。また、町の農
業の今後ですが、減反政策が転
換され、米作りの省力化が必要
とされるなか、生産意欲ある農
家は、県のモデルになるような
形態を取り入れ、今後はドロー
ンでの直播もやっていくという
ことで、県内でも先進的な農業
に取り組んでいます。課題は、
土地の集約・集積化をしていく
ための基盤整備です。畦畔を取
り除き基盤を広くするために、
土地改良区と連携しながら進め
ていければと考えています。
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問高齢者支援について
答地域で支援する仕組みづくりを進めていく

伊藤　正子  議員

　町の人口が減り続ける一方、
高齢者の割合が急増し家族や世
代間の格差が広がり地域も大き
く変貌を遂げている。町の高齢
者福祉計画の基本計画は「地域
で支え合う健康で安心して生活
できる」であるが。

問　高齢者ドライバーが運転免
許証を自主返納した後の交通手
段の確保として75歳以上の方
へ「ごかりん号」年間無料パス
を配布しては。
生活安全課長　高齢者交通弱者
の移動手段の確保は喫緊の課題
となっています。無料パス券の
導入は、住民のニーズ・利用度
等を踏まえ、コミュニティ交通
運営協議会や公共交通会議にお
いて有識者の意見を取り入れな
がら検討していきたいと考えて
います。

　人口減少時代に土地利用のニ
ーズの低下により空き家・空き
地の多いことは自治体にとって
も税収面、維持の面で課題が多
いが。

問　所有者への指導は。
生活安全課長　空き家などを放
置することによる周囲への影響
や問題点、適正管理を行うこと
の重要性について迅速に指導対
応していきたいと思います。

問　介護いらずで元気に暮らせ
る「健康寿命」を延ばす取り組
みは。
健康福祉課長　令和元年10月
１ 日 現 在 、 町 の 高 齢 化 率 は
33.3％です。茨城県の健康寿
命は男性72.5歳、女性75.5歳
で平均寿命と差があるため、国
ではフレイル対策を推進してい
ます。フレイル対策とは年齢と
共に心身の活力が低下し脆弱性
が出現した状態にならないよう
にする対策のことです。町では
心身の状況を判定するため、
25項目の質問からなる基本チ
ェックリストを70歳以上の方
全員に送付する介護予防把握事
業を実施しています。

問　今後の空き家・空き地利活
用の方向性は。
町長　町、町民、事業者等が相
互に連携を図るとともに定住化
・地域活性化に向けた利活用に
取り組んでいきたいと考えてい
ます。

町長　多くの支え合い組織をし
っかり育成しながら高齢者支援
に取り組んでいきたい。

問空き家・空き地の利活用について
答地域資源として有効に利活用できるよう検討を進める　



H２６ H２７ H２８ H２９ H３０

年間総配水量（㎥） 1,444,000 1,543,000 1,561,000 1,583,000 1,546,000
給水人口（人） 8,796 8,635 8,552 8,396 8,279
※１日最大給水量（㎥） 5,162 5,657 5,425 6,361 5,762

項目
年度

備考：※１年を通じ、１日で、最も多く使用した日の給水量
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問町の水道経営改善の糸口は
答国や県と協議して広域化・共同化を進め

ることにある

黛　丈夫  議員

　2025年南摩ダムが完成し安
定水利権を得ると、１日最大給
水量現状11,500㎥（埼玉県水
受水分3,400㎥+安定水利権分
8,100㎥→計画１日平均給水量
9,890㎥→年間総配水量約360
万㎥）となるが、今後の水需要
計画はどのように捉えているの
か。

問　水需要の動向は。
上下水道課長　食品会社製造ラ
イン増設に伴い令和４年度に年
間15万４千㎥増を見込んでい
ます。圏央道IC周辺開発地か

　茨城国体で町はウオーキング
を開催、多くの参加者（総勢
1,073名）を得た大会となった
が、この機運を町活性化につな
げてはと考えるが。

問　普及に際し問題点は。
教育次長　公衆トイレ不足と一
般道の安全面の懸念があります。
他の大会、趣向を参考に既存施

ら日量500㎥の要望もあり、数
年以内に年間総配水量が170万
㎥以上になると見込んでいます。

問　南摩ダム事業費負担（予定
17億円）の財源及び町財政負
荷は。また、対策案は。
政策財務課長　財源は、水道事
業会計の収入として企業債借入
及び一般会計からの出資金を充
てます。なお、財政負荷は企業
債の借入による公債費比率増と
一般会計から水道事業会計への
繰り出し増による全体事業への
影響が後年度にわたり及ぶもの

設、県指定のヘルスロードを最
大限に利用する等で対応したい
と考えています。
教育長　花見ウオーク開催等、
国体だけでウオーキングを終わ
らせることなく、その経験と知
識を生かして、体協、歩楽里会、
スポーツ推進委員・協力員の協
力を得ながら普及に取り組んで
まいりたいと考えています。

と予測されます。対策としては、
全体事業を含め優先順位を決め
るとともに歳出の平準化を行い
持続可能な形にしていくことに
あります。

問　今後の方向性は。
町長　水道の他、公共下水、農
業集落排水も一般会計から補填
する厳しい経営状況にあります
が、施設の老朽化対策を行いな
がら、県を越えた広域化・共同
化を含めて、取り組んでまいり
たいと考えています。

問町民のウオーキング普及促進は
答気軽にできて、健康と町活性化につながる事業を計画し

ていきたい
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中学生議会が開催されました
　11月12日、役場本会議場において、五霞中
学校１・２年生による令和元年度五霞町中学
生議会を開催しました。
　中学生議会は、町議会並びに町執行部が次
代を担う中学生の率直な意見・要望を聴取し、
今後の町政に反映させ、将来も住み続けても
らえるような魅力や夢のあるまちづくりをす
るために開催したものです。
　中学生議員は、各クラスの代表12人で、そ
のうち６人が町に対して事前にクラスの中で
協議した意見や要望などを質問し、その質問
に対して町長や関係課長等が答弁しました
（※要約した答弁は10・11ページ参照。）

五霞町中学生議会議員名簿

議 席

番号 等
氏 名 学年・学級

議 長

副議長

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０
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問　町は人口減少が続いていますが、農
地の多い五霞町で農業体験の機会を計画
し、他県民にＰＲしたり、転入費用の支
援制度などを整え、それをきっかけに移
住を考えてもらうのはどうでしょうか。
また、高齢者の増加に伴い、より高齢者
が過ごしやすい環境を整備することもよ
いと思いますが、町の対策についてお聞
かせください。
政策財務課長　町の人口減少対策として、
まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定
し、町を知ってもらう、訪れてもらう、

問　安心して自転車走行ができるよう交
通量の多い道路に自転車専用通行帯を設
定したり、街灯を設置できないでしょう
か。また、防犯カメラの設置状況は。さ
らに、何十年も放置された空き家は、防
犯上はもちろん、自然災害などで崩れた
り物が飛んだりしないか心配です。今後
の解決に向けた対策をお聞かせください。
都市建設課長　県道は、街灯も含めた歩
道の整備や自転車専用通行帯の整備につ
いて県に強く要望していきます。また、
通学路には、歩行者が安全に通行できる

問　川に囲まれている五霞町では、万が
一の浸水に備えたまちづくりについて、
区画整理や都市計画をどのように考えて
いますか。また、避難所を少しでも過ご
しやすくするため、エアコンや自家発電
装置の整備など、早急に対策をお願いし
たいと思います。
生活安全課長　町内の基盤整備を行うこ
とによって、河川の氾濫時に浸水しない
ということは現実的に難しく、まずは、
河川が氾濫しにくい強化堤防の早期完成
を国に要望していきます。また、避難訓

住んでもらうことを柱に取組んでいます。
今後、農業体験や定住支援制度なども検
討したいと思います。
健康福祉課長　シルバーリハビリ体操教
室等へ行きたくても移動する手段がなく
行けないという高齢者のため、指導員の
派遣など、出向くということも検討して
いきたいと思います。
町長　第６次総合計画の策定に伴い実施
した中学生アンケートで寄せられた意見
を一つでも多く実現できるよう努めてい
きます。

ようグリーンベルトの整備を進めていき
ます。
生活安全課長　防犯カメラは、幼稚園・
学校付近、交通要所などへ20台を設置
しています。今後も警察等と協議し、増
設していく考えです。空き家については、
五霞町空家等対策計画に基づき、空き家
とならないための予防、空き家となった
場合の適正管理と利活用、管理不全な空
き家の解消に取組み、住環境の向上と安
心・安全なまちづくりを目指します。

練のあり方について、足の不自由な方や
お年寄りの避難方法などを含め検討して
いく必要があると考えています。
町長　台風19号の後、避難所開設時の対
応について役場内で検証会議を開催し、
いろいろな意見や提案、課題が出ました。
これらを踏まえ、災害は毎年起きるかも
しれないという予測の中で、優先順位の
高いものから予算を確保し対処していき
たいと考えています。

質問事項 五霞町の人口減少に対する対策と高齢者福祉施設の
充実について

質問事項 町の交通安全対策と防犯対策について

質問事項 災害に強いまちづくりと災害発生時の避難所運営策
について
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問　中央公民館の図書室に中学生や高校
生が静かに勉強できる明るい空間や調べ
ごとでいつでも利用できるパソコンが十
分整備されれば、もっと利用者は増える
はずです。また、国体ウオーキングでス
ポーツや運動への町民の関心が高まり、
幅広い年齢層が利用できる公園・スポー
ツ施設を設備するチャンスだと思います
が、町の対策をお聞かせください。
教育次長　図書室のパソコンについては、
インターネット利用環境の整備を優先し
て検討し、自主的・自発的な学習活動の

問　五霞町の良さを町外へ発信し、更な
るイメージアップを図ることが町の諸課
題の解決に必ずプラスになると考えます。
五霞町のことを多くの皆さんに知っても
らいたいと願っています。その一方で、
新４号国道側道付近で目にするごみが町
のイメージダウンになるのではないかと
心配です。町の対策をお聞かせください。
総務課長　町では、広報紙、ホームペー
ジ、ツイッターやフェイスブックなどの
ＳＮＳ、動画により広報・ＰＲを行って
います。これからも、多くの人に魅力を

問　農業については、全国で後継者不足
の問題が取り上げられています。国道や
高速道路、道の駅など町が活性化してい
く一方で、これから先、五霞町の農業が
どうなっていくのか心配です。町の農業
を活性化するために、新しい特産物を生
産し、ＰＲしていくことができれば、五
霞町の農業も更に活性化するのではない
かと考えますが、町の対策をお聞きした
いと思います。
産業課長　町では、農業後継者育成のた
め、野菜づくりを実体験しながら農業の

場として多くの方に利用していただける
よう努めていきます。また、町のスポー
ツ拠点として、４月にＢ＆Ｇ海洋センタ
ーがリニューアルオープンします。
教育長　２月から茨城県立図書館の本を
町の図書室に取り寄せるサービスを導入
しますので、より多くの図書に触れられ
るようになります。町としても、今後と
も生涯学習の場を充実していきたいと思
います。

知ってもらえるようタイムリーに情報を
発信してまいります。
生活安全課長　ごみのポイ捨て禁止とマ
ナー意識の向上を図るため、五霞町ポイ
捨て等防止条例を制定しました。看板の
設置や広報紙・ホームページによりポイ
捨て禁止を啓発し、ごみが捨てられない
環境づくりに努めていきます。また、国
道側道の清掃については、道路管理者で
ある国土交通省と調整していきます。

基礎を実習する「農業塾」を開催し、延
べ132名が受講されました。今後も農業
が魅力ある仕事であることを発信し、農
業後継者の確保に努めたいと考えていま
す。また、新たな特産物による産業活性
化策については、八つ頭を使ったアイデ
ア料理を道の駅のレストランで提供する
など、町の特産品として展開していきた
いと思います。

質問事項 図書館機能の充実と公園などのスポーツ施設の建設
計画について

質問事項 町のイメージアップを図るための広報・ＰＲ計画と
ごみ問題について

質問事項 農業後継者の育成についての具体的な施策と新たな
五霞町特産物による産業の活性化策について
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 議会トピックス 

委 員 長
副 委 員 長
委 員

広報編集特別委員会

植 　 竹 　 美 智 雄
黛 　 丈 夫
鈴 　 木 　 喜 一 郎
新 井 　 庫
山 本 芳 秀
小 野 寺 　 宗 一 郎

議会の動き（12月～２月）
	12月４日		 第４回定例会初日
12月５日		 総務文教委員会
12月６日		 経済建設委員会
12月９日		 一般質問
12月11日		 第４回定例会最終日
12月20日		 議会全員協議会

２月14日		 広報編集特別委員会
２月20日		 町村議会議員自治研究

会
２月21日		 議会運営委員会
	     〃	 	 	議会全員協議会

１月10日		 広報編集特別委員会
１月22日		 議会全員協議会
１月31日		 広報編集特別委員会
２月12日		 経済建設委員会と農業
		 	 	生産者団体代表との意

見交歓会

次回

定例会
３/４（水） ～ ３/１７（火） 予定

傍聴してみませんか？
議場で開催される本会議は公開しています。
簡単な手続きで、どなたでも傍聴することができます。

※詳しくは、議会事務局又は町公式ホームページでご確認ください。

一般質問は　３/１３（金）・３/１６（月）　予定しています。

行政視察の受入れ
　11月18日、鴻巣市議会
・北本市議会・行田市議
会上尾道路建設促進議員
連盟の議員32名と事務局
・随行者７名が五霞町IC
周辺地区土地区画整理事
業の視察のため来町され
ました。
　ふれあいセンターにお
いて、都市建設課の担当職員及び業務代行者から事業概要をはじめ、これまでの経緯、今後の課題等につ
いて説明を行い、質疑応答では熱心な質問が出ていました。その後、現地を視察していただきました。

全国町村議会議長会永年功労者表彰

　昨年11月に開催された全国町村議会議長会創立
70周年記念式典において、元町議会議員の青木武
明氏に対し、永年にわたる地方自治の振興及び住
民福祉の向上に寄与された功績が顕著であるとし
て永年功労者表彰の授与がありました。
　これに伴い、１月10日の五霞町賀詞交歓会にお
いて、青木氏に鈴木議長から表彰状の伝達を行い
ました。
　青木氏は、昭和62年４月に初当選以来、平成31
年４月までの８期32年の永きにわたり在職され、
町議会議長をはじめ茨城県町村議会議長会長を務
めるなど様々な要職を歴任されました。 左：青木武明 氏　　右：鈴木議長


